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	１．検討会の概要
	２．議事概要
	【検討課題１】関係
	事務局より、「被災者に対する国の支援の在り方に関する検討会『最近の竜巻等突風被害を踏まえた被災者支援の推進に関する提言』（案）」について説明を行い、その結果を踏まえて意見交換を行った。
	その上で、意見交換結果を踏まえた修正については、座長預かりとし、修正結果について各委員に共有することで、合意を得た。

